
２０２６年度看護職連携強化交流会開催要領 

１ 目 的 

県民が、住み慣れた地域で安心してその人らしく暮らせるよう支援するためには、病院、施設、行政等 

幅広い分野で働く看護職が相互に連携し、生活モデルの中で看護を提供することが必要となります。 

近年、大規模な自然災害が多発する中で、被災地の保健・医療・介護ニーズを支えるためには平時か

らの看護職間の連携が急務となります。平時からの顔の見える関係づくりと連携体制こそが、有事にお

いて地域のレジリエンスを高めることに繋がると考えています。 

そこで本交流会では、それぞれの立場の看護職が災害時における活動と役割を理解したうえで、今後

の取り組みと看護職間の連携強化を図ることを目的に開催いたします。 

２ 日 時   ２０２６年１２月５日（土） １３：00～１６：00 

３ 場 所   大分県看護研修会館 ３階 大研修室    （ハイブリッド開催） 

４ 主 催   大分県看護協会 職能委員会 

５ 参加料   無料 （会場参加の非会員のみ資料代３００円） 

６ 内 容   

時 間 内 容 

13:00～ 開会挨拶 （大分県看護協会 会長 玉井 保子） 

13:05～ 

 

 

〇特別講演 

 演 題「令和８年熊本地震を踏まえて、看護職の活動と役割」 

   講 師  公益社団法人 日本看護協会 常任理事 松本珠実 氏 

14:10～ 

 

〇報告  「大分県災害支援ナースの活動」 

 報告者  公益社団法人 大分県看護協会 副会長 加来理香 

14:30～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15:30～ 

〇シンポジウム 

テーマ「令和 8年熊本地震及び令和7年大分市佐賀関大規模火災を踏まえて、平時からの看看連

携を考える」 

シンポジスト 

保健師職能：「熊本地震支援・佐賀関大火災を経験して～現場保健師が体験した災害時の対応

と支援～」     大分市保健所 保健予防課   専門員 佐古朋子 氏 

助産師職能：「助産師の視点を多職種連携に～今までの災害支援活動を振り返る～」 

                      大分大学医学部附属病院 副看護師長 山部  望 氏 

看護師職能Ⅰ：「熊本地震における第 1班での災害支援ナース活動を通して」 

                     中津市民病院         看護師長  松本幸子 氏  

看護師職能Ⅱ：「佐賀関大規模火災を経験して」 

訪問看護ステーションいろは  管理者 髙橋悦子 氏 

〇意見交換 

16:00 閉会挨拶 （大分県看護協会 職能委員長）  

7 問い合わせ先   大分県看護協会 事業部   TEL ０９７-５７４-７１１７ FAX ０９７-５４５-３７５１  

Mail:jigyou@oita-kango.com 


